
2019年　11月25日　JR東労組新潟地本OB会ニュース　N068号

JR東労組新潟　東雪。50盟謂藷園筈等 

OB会ニュース　発行読者山崎次男 

言 ．「 

龍 
にの葉そ立たし山 　霊月日 　　∴∴ 　：∴ し　∴ ま　▲瑚＿＿ ま　∴上∴∴＿ Lt　鉦、 1 



2019年　11月25日　JR東難聴願主地本OB会ニュース　N067号

4

回

下

蟹

大
会
は
l
l
月
1
5
日
、
新
潟
市

秋
葉
区
ベ
ル
シ
テ
ィ
ー
内
「
天
一
馨

に
お
い
て
1
5
名
が
参
加
し
熱
戦

が
繰
り
底
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
酒
田
・
村
上
地
区
の
会
員

も
含
め
一
年
振
り
の
再
会
と
な
る

人
も
い
て
碁
を
通
じ
て
坦
磐
窒
温

め
合
い
ま
し
た
。

す
で
に
多
く
の
会
費
が
「
垂

を
超
え
て
き
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、

一
段
と
腕
を
上
げ
て
き
て
い
る
方

も
お
り
、
熱
戦
が
続
き
、
や
は
り

「
日
々
壁
「
生
涯
鰐
業
」
が
元

気
の
秘
訣
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
の
穀
強
襲
芸
で
は
、
当

日
の
対
局
の
解
説
や
仲
間
の
近
況

な
ど
の
話
題
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
交
流
を
逐
日
い
ま
し
た
。

成
　
績
　
　
（
敬
強
固

四
囲
起
因

l
位
　
清
水

2
位
　
庄
司

3
位
　
庄
司

固
四
国

l
位
　
木
村

孝
　
（
新
潟
ユ
2

幸
次
郎
　
（
村
上
一

勉
　
〈
敬
連
合

滴
　
（
聾

2
位
　
田
中
富
士
男
〈
新
潟
車
重

3
位
　
小
林
　
智
　
〈
新
潟
ユ
2

以
上

捗
タ
・
サ
ー
タ

青
空
写
白
い
馨
T
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

1
0
月
3
1
日
、
良
く
晴
れ
た
大
新
潟
・
出
雲
崎

コ
ー
ス
に
ゴ
ル
フ
大
好
き
会
員
・
8
名
で
「
交
流

コ
ン
ペ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
は
2
組
で
ス
タ
ー
ト
。
一
日
の
調
子
を
占

う
朝
一
の
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ト
堅
愚
に
反
し
て
ラ
フ
へ
。

一
心
に
ク
ラ
ブ
を
振
る
が
、
グ
リ
ー
ン
に
は
も
う

「
チ
ョ
ツ
ト
？
」
。
優
鵬
喝
ニ
ア
ピ
ン
、
ペ
ス
グ
ロ
、

大
法
水
平
と
ア
プ
ロ
ー
チ
・
ニ
ア
ピ
ン
の
各
賞
を

賭
け
て
大
混
戦
。

途
中
騰
落
者
も
な
く
、
秋
晴
れ
の
下
一
狂
気
者
が

聾
何
よ
り
親
し
い
仲
間
と
の
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

『
写
真
ク
一
己
ノ
』
を
結
成
！

1
0
月
の
支
部
総
会
の
場
で
「
写
真
を
通
し
た
交

流
の
場
を
創
ろ
う
」
と
の
声
を
受
け
て
、
早
速
カ
メ

ラ
好
き
の
会
員
に
声
を
か
け
、
情
報
で
も
呼
び
掛

け
、
1
0
名
の
メ
ン
バ
ー
で
【
写
真
2
フ
プ
】
を
結

成
し
ま
し
た
。

1
0
月
3
0
日
の
結
成
会
で
は
「
あ
れ
を
や
ろ

う
」
「
こ
れ
を
し
た
ら
」
と
、
今
後
の
活
動
内
容
が

話
さ
れ
、
ま
た
一
人
が
撮
り
た
め
た
写
真
を
持
参
し

て
く
れ
、
そ
れ
を
「
書
」
に
カ
メ
ラ
萱
「
杯
」

を
傾
け
な
が
ら
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
・
ス
マ
ホ
・
ガ
ラ
ケ
－
、
写
せ
る
も
の
何

で
も
O
K
で
、
四
季
折
々
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
を

楽
し
鷲
そ
れ
を
肴
に
盛
り
上
が
り
へ
ま
た
、

他
の
行
事
と
の
⊇
吉
川
も
挨
討
し
た
り
と
、
と
に
か

く
心
身
と
も
に
元
気
の
出
る
場
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
き
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

＝
柏
崎
刈
羽
扇
発
運
転
差
し
止
め
裁
判
＝

築
2
8
回
公
判
　
1
0
月
1
7
日
新
潟
地
裁

高
富
・
大
西
さ
ん
鞘
堂
害
講
述

物
堅
〇
・
東
電
の
安
全
論
に
反
論

大
電
さ
ん
は
医
師
の
L
l
l
選
か
ら
、
放
射
籠
研
究
の

歴
史
に
触
れ
蜃
広
島
・
長
崎
の
原
撰
認
壁
書
の

妊
婦
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
に
よ
り
子
供
に
短
や
白
血

病
が
瑳
加
し
た
こ
と
や
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後

の
石
棺
作
業
従
事
者
の
死
亡
や
子
供
た
ち
の
甲
状
腺

癌
や
白
血
病
が
多
発
し
、
放
射
線
に
よ
る
楼
康
障
害

が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
放
射
性
の
功
利
憧
の
み
を
追
究
し
、
マ
イ

ナ
ス
面
を
無
視
し
た
人
間
の
徹
り
高
ぶ
っ
た
発
想
を

変
え
る
こ
と
が
歴
史
的
な
教
訓
で
あ
り
へ
司
令
と
篤
莞

練
兵
香
し
ー
重
い
』
と
、
訴
え
ま
し
た
。

鞭
誌
容
蓋
場
答
強
度
憩
想
忠
盛
欝
寄
掛
l

原
告
盆
謹
図
時
液
状
化
等
の
地
盤
変
状
が
生
じ

た
襲
口
で
も
「
重
大
事
故
に
な
ら
な
い
た
め
の
機
能

が
撰
な
わ
れ
な
い
こ
と
」
及
び
「
安
全
機
能
が
重
大

な
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
」
が
、
原
発
の
凱
聾
柴
茎
更

許
可
の
一
要
件
だ
と
、
主
張
し
ま
し
た
。

一
方
、
被
告
は
液
状
化
評
価
の
基
本
方
針
を
示
し
、

原
子
力
委
員
会
も
確
認
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
護
持
周
辺
地
盤
が
液
状
化
す
る
と
の

結
果
を
鴛
だ
も
の
で
は
な
い
と
弁
論
し
ま
し
た
が
、

原
生
墓
園
は
訊
和
語
変
更
許
可
に
撮
廓
が
あ
の
l
安

全
性
を
担
慄
す
る
と
云
え
な
い
と
反
論
し
ま
し
た
。

想
雷
経
琵
琶
轟
講
中
屋
藷
そ
栃
2

裁
判
で
は
ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
と
表
現
さ
れ
「
繭
震
裕

度
」
窒
香
い
ま
す
が
、
即
ち
「
撃
重
要
庭
坂

動
に
対
し
て
、
ど
の
経
度
の
余
裕
が
あ

る
か
」
と
い
う
問
題
量

柏
崎
刈
羽
原
発
を
巡
る
基
準
地
震

動
を
巡
っ
て
、
物
堅
ロ
と
星
口
の
主
張
に

大
き
な
違
い
が
あ
り
二
蟹
田
は
中
越
沖

地
震
を
経
て
基
準
地
藍
動
を
変
更
、

「
慰
霊
播
度
を
1
2
壁
で
計
算
し
て
い

る
が
。
原
告
側
は
そ
れ
で
は
不
十
分
と

反
論
し
て
い
ま
一
年

原
告
噴
佐
渡
海
盆
票
轟
断
崖
語
の

存
在
を
認
め
て
い
承
東
電
は
確
認

で
き
な
い
か
ら
と
否
定
し
て
い
丞

原
告
弁
護
団
は
福
畠
事
故
を
教
訓
に

想
定
外
と
な
ら
な
い
基
準
地
震
動
の

設
定
が
不
可
欠
と
、
反
論
し
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
を
想
定
外
と
責
任

逃
れ
す
る
東
電
の
姿
勢
は
許
せ
ま
せ

ん。

火
山
灰
降
灰
時
の
影
響
に
対
す
る

原
告
の
準
備
書
面
に
対
し
被
告
の
弁

護
人
か
ら
、
十
分
な
機
能
テ
ス
ト
を
〉

行
っ
た
葉
電
動
揺
の
フ
ィ
ル
タ
へ

の
影
響
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
等
の
答

発
が
あ
り
ま
し
た
。

次
回
の
第
2
9
回
公
劉
競

合
和
2
寧
2
日
召
日

1
5
時
～
新
潟
地
裁

皆
冨
塩
冨
参
和
し
ま
せ
ん
が

以
上
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